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野生肉危機とは

　アフリカの植民地では人間の居住地や農地はでない森林やサバンナをひっ
くるめてブッシュとよんでいた。そのため野生動物の肉をブッシュミート

（bushmeat）とよぶようになったという（Fa et al. 2022）。アフリカ以外
でもこの言葉がしばしば使用されてきたが、近年は地理的含意のない野生肉

（wild meat）という用語が普及しつつある。本稿では Coad et al.（2019）
にならって「世界各地で食用にされている陸生の野生動物」を意味する「野
生肉」という言葉をもちいる。
　中部アフリカの熱帯雨林に暮らす諸民族は、その語彙のなかに、空腹を意
味する言葉とはべつに肉への渇望を意味する言葉をもつことが多い（市川 
2008）。おそらくそれは、タンパク源となる肉の摂取が栄養学的に必須であ
ることと対応している。この地域の主要作物であるキャッサバやプランテイ
ン（料理用バナナ）、あるいは野生のヤマノイモは、穀物とくらべてタンパ
ク質の含有量が少ないため、タンパク質欠乏症を回避するためには動物由来
の食物をとらねばならない（市川 2008）。しかし、熱帯雨林では家畜の餌
になる草本のバイオマスが小さいうえに、人獣共通感染症のアフリカトリパ
ノソーマ症を媒介するツェツェバエが分布しているため、家畜飼養が制限さ
れている。それゆえ野生肉は熱帯雨林で暮らす人々の健康をささえる重要な
食物となってきた。
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　ところが 20 世紀後半になると、人口増加の著しい都市で野生肉の需要が
増大し、商業伐採の拡大にともなう交通インフラの整備によってハンター
や商人が森林奥地に入ることが容易になった。また、散弾銃や鋼鉄製ワイ
ヤーの普及により狩猟が効率化されてきた。こうした変化を背景として世界
の熱帯地域では野生動物の狩猟が拡大しており、「野生肉危機」として国際
的な関心が寄せられている（Milner-Gulland & Bennett 2003; Nasi et al. 
2008）。とくに中部アフリカでは野生肉の消費量が顕著に増加しており、野
生動物に対する狩猟圧が非持続的な水準に達しているのではないかと懸念さ
れている（Coad et al. 2019; Fa et al. 2022）。

中部アフリカ熱帯雨林の人々と動物

　大半の日本人にとって野生肉は非日常的な食物である。そのため、どのよ
うな環境でどのような人々が日常的に野生肉を食べて生活しているのか、想
像しにくいかもしれない。中部アフリカについていえば、さしあたり下記の

図１：捕獲したダイカーを背負う　
バカ・ピグミーの男

点を念頭におくとよいだろう。
  第一に、中部アフリカには「ピグミー」
と総称される諸民族が離散的に分布して
いる。その人口を合計すると 10 万人を
超え、居住地域は生物多様性保全のため
のランドスケープと重なっていること
が多い。ピグミー諸民族は 20 世紀前半
まで遊動的な狩猟採集生活をしていたと
考えられているが、今日では定住化が進
み、農作物への依存度が大きくなってい
る。とはいえ、野生の動植物も依然とし
て重要な食物源でありつづけている（図
1，安岡 2024）。日常的な生業の一つと
して狩猟採集をする人々がこれだけの人
口規模で暮らしている地域は他にないと
思われる。



66

　第二に、現生する数少ない巨大哺乳類の一種であるマルミミゾウが分布し
ている。後期更新世以降、洗練された技術をもって積極的に狩猟をする人
類が世界中に拡散したことにより、体重 1 トン以上になる巨大哺乳類の大
半が絶滅した（Malhi et al. 2016）。しかし、中部アフリカでは、現在でも
マルミミゾウが哺乳類の総バイオマスに寄与するだけの個体数を維持してい
る。その他、アフリカスイギュウ、ボンゴ、ゴリラなどの大型動物も分布し
ており、中部アフリカにおける野生哺乳類の単位面積あたりのバイオマスは、
大型動物の少ないアマゾニアや東南アジアの森林地域と比較してかなり大き
い（Greenspoon et al. 2023）。
　第三に、ピグミーや焼畑農耕民の暮らす農村部では、野生肉が卓越したタ
ンパク源でありつづけている。その背景には、すでに述べたように、主要な
植物性食物のタンパク質含有量が少ないこと、そして熱帯雨林では家畜肉の
生産が制限されていることがある。また現在、野生肉は、都市での需要にさ
さえられて農村部において重要な現金収入源の一つになっている（Fa et al. 
2022）。
　ゾウをはじめとする大型動物の生息する森で、長年、人々が野生肉を食べ
ながら暮らしてきたという事実は、野生肉の自給のための狩猟が持続可能で
あることを示唆している。じっさい多くの研究者が、地域外への野生肉の流
出を抑制できるなら、森林居住民による野生肉の自給は持続可能だろうと指
摘している（Coad et al. 2019; Ingram et al. 2021; Fa et al. 2022）。しか
しながら、野生肉の流出を抑制するための効果的なマネジメントはいまだ実
現していない（Ingram et al. 2021）。

カメルーンにおける狩猟規制の問題点

　野生肉利用の効果的なマネジメントの妨げになっている要因の一つに、野
生動物の狩猟にかかわる法律・制度の不備がある。熱帯諸国における狩猟関
連の法律は、概して、温帯地域での季節的な狩猟を念頭においてつくられた
旧宗主国等の法律をもとに定められている（Coad et al. 2019）。そのため、
保護種の指定や土地利用権の認定において、日常的に狩猟をして野生肉を食
べている人々の生活を想定したものにはなっていない。カメルーンでは、保

途上国における野生動物と人間の関係
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護指定種でない動物を「伝統的な方法」によって保護区外で狩猟することは
認められている。しかし、地域住民が食べてきた動物の多くが保護指定種に
含まれているし、伝統的な方法とは植物由来の道具のみをつかう猟法と定め
られているため、現実におこなわれているほとんどすべての狩猟は違法に
なってしまう。
　法律や制度が地域住民による狩猟を抑圧する方向でのみ作用しているこ
とは、生物多様性保全をめざすアクターにとっても好ましくない状況をも
たらしている。カメルーンをはじめとする中部アフリカ諸国でも、地域住
民との丁寧な対話をとおして保全活動を推進することが理想とされてはい
る（WWF 2020）。しかし現実には、資金や人的資源が小さいこともあって、
武装したエコガード（保護区や周辺地域をパトロールする人員）による、し
ばしば暴力をともなう見せしめ的な狩猟の取締りがなされてきた。そもそも
少ない人員で広大な森林と多数の村落をくまなくパトロールするのはとうて
い無理であり、地域外への野生肉の流出を抑制するためには地域住民との連
携・協力が不可欠である。ところが、現実はその反対で、保全活動に対する
反感を地域住民に植えつけてしまっている。そうした背景のもとで、地域住
民はちょっとした報酬とひきかえに外来者を森に招き入れ、野生肉の販売を
目的とする狩猟や、象牙を目的とするゾウ狩りがおこなわれてきた。このよ
うに「密猟」にかかわるアクターと地域住民とが容易に結びつく状況のもと
では、保全活動の実効性は乏しいものになる。
　もちろん、生物多様性保全にたずさわるアクターも、この現状には問題が
あると考えている。じっさいカメルーン東南部で活動しているエコガードに
話を聞くと「住民自身が食べるために狩猟をするのはかまわない」と個人的
には理解を示す人が多い。しかしながら、容認できる狩猟の条件を細かく尋
ねていくと、結局のところ「それは法律によって禁止されている」という点
にいきついてしまう。ようするに、野生動物がたくさん分布している地域、
すなわち保護区やその周辺地域では、持続性の観点からみて過剰な水準で地
域住民の狩猟を抑圧する法律・制度になっているがゆえに、ほんらい協働す
るパートナーであるべき地域住民と保全アクターとのあいだで利害が衝突し
ているのだ。
　とはいえ「地域住民は持続的な資源利用を心得ているので、彼らのやりた
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からだと考えられる。じっさい 1990 年代になって交通インフラが整備され
ると、野生肉交易が活性化し、狩猟が野放図に拡大したのであった（図 2，
Yasuoka 2006）。したがって、野生動物の狩猟にかかわる地域住民の権利
を確保するためには、狩猟の持続性に関するアカウンタビリティが要請され
るのはやむをえないだろう。
　逆にいえば、そのアカウンタビリティを果たすことができるならば、自給
的狩猟がより幅ひろく容認されるうえで力強い根拠になるはずだ。自給的狩
猟が適法なら、保全アクターと地域住民とが対立する理由はほとんどなくな
る。そしてエコガードは、象牙目的のゾウの密猟など、熱帯雨林生態系にとっ
てより重大な問題に注力できるようになるだろう。

いようにすればよい」というのでは保全アクターを納得させることはできな
いし、市場と強く結びついている現状において持続的な狩猟が実現する可能
性は低い。小規模社会における資源利用に関する理論と民族誌をレビューし
た Smith & Wishnie（2000）は、間接的に生物多様性の保全につながって　
いることはあるものの、保全を意図して人々が行為している例は稀であると
結論づけている。カメルーンの熱帯雨林をみても、人々が持続的な狩猟を長
年つづけてこられたのは歴史的に人口が希薄で相対的に資源が豊富であった

図２：捕獲したダイカーを半身にして肉を乾燥させているところ

途上国における野生動物と人間の関係
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持続的狩猟のアカウンタビリティを果たすには

　問題となるのは、持続的な水準で狩猟がなされていることを、どうやって
観察可能で報告可能（アカウンタブル）にできるかである。理論的には、じっ
さいの捕獲数が、生息個体数から算出した持続可能な捕獲数を下回っていれ
ばよい（Robinson & Redford 1991）。ところが、その判断を下すために要
するデータを入手するのは容易ではない。狩猟動物の個体数を推定するため
の糞

ふん

カウントや直接観察といった従来の方法は信頼性が低く（Kamgaing 
et al. 2018, 2023）、近年発達の著しいカメラトラップをもちいる方法は経
費がかさむし、高度な統計解析が必要である。また、たとえ対象地域を小さ
く限定したとしても、じっさいの捕獲数を漏れなく記録するのはたいへんな
労力を要する。したがって、実用的な推定精度を維持しながら、なるだけ簡
便に入手できるデータをもちいて狩猟の持続性を評価できるモニタリング方
法の開発が求められているのである。
　もう一つの課題は、地域住民と保全アクターとのコミュニケーションであ
る。地域住民は動植物の生態や分布について豊富な知識（在来知）を有して
いるものの、それは日常生活のなかで身につけた経験的な知識である。その
ため、彼らが在来知を駆使して持続的な狩猟をしていたとしても、それを保
全アクターに説明し、納得させるのは容易ではない。したがって、地域住民
がアカウンタビリティを果たすためには、彼らの身につけてきた在来知、そ
して保全アクターの依拠する科学知の双方と接続可能なモニタリング方法で
なければならない。
　このような問題意識のもとで、私たちは 2018 年から 2024 年までカメ
ルーン東南部をフィールドとして、科学技術振興機構（JST）と国際協力機
構（JICA）による地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム（SATREPS）
に採択されたプロジェクトを実施してきた（https://sites.google.com/
kyoto-u.ac.jp/comeca/）。その目標は、生物多様性の保全と住民生活の向
上とが両立するうえでの基盤となるべく、地域住民の主体的参画にもとづく
森林資源マネジメントについて研究し、それを実装する道筋をしめすことで
あった。
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　その成果の一つとして開発したの
が「R/B モニタリング」という捕
獲データにもとづくモニタリング方
法である（Projet Coméca 2024）。
R はレッドダイカー、B はブルーダ
イカーを意味する。これらダイカー
類（森林性アンテロープ）は、コン
ゴ盆地全域でもっとも多く狩猟され
ている動物で、もっぱら足くくり罠
で捕獲されている（図 3）。
　R と B の違いは体の大きさにあ
る。レッドダイカー（カメルーン東
南部には 4 種いる）の体重は 15 〜
20 kg、ブルーダイカー（1 種のみ）
は 5 kg ほどである。狩猟によって
地域個体群から一定数の個体が取り

図３：足くくり罠で捕らえた獲物

除かれたとき、体格の大きなレッドダイカーのほうが生息個体数の回復に時
間がかかり、ブルーダイカーに対する相対的な生息個体数が減少するはずで
ある。逆にいえば、レッドダイカーが相対的に多い地域では狩猟圧がより小
さく保たれており、それゆえ、より豊かな動物相が維持されていることが予
想できる。もしそうなら、捕獲におけるレッドダイカーとブルーダイカーの
比（R/B 比）を持続的な狩猟の指標として利用できるのではないか、とい
うわけである（Yasuoka et al. 2015）。具体的には、対象地域のベースライ
ンとなる R/B 比を把握しておき、その値が維持されていれば現状の狩猟の
強度を維持してよい、とする（図 4）。反対に R/B 比が減少しつづけるなら、
狩猟の強度を抑制する対応が必要になる。なお、R/B 比のかわりにダイカー
類と齧歯類の比などをもちいることで、動物相や狩猟方法が異なる地域でも
この着想にもとづくモニタリングが可能である。
　SATREPS プロジェクトでは、広範囲における生態調査を実施して R/B
比が狩猟動物のバイオマスをよく予測することを確認し、R/B モニタリン
グのコンセプトが妥当であることを実証した（Hongo et al. 2022）。課題

途上国における野生動物と人間の関係
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として残っているのは、R/B 比が減少した場合にどのような対応策をとるか、
合意された対応策の実行をどのように担保するか、といった R/B モニタリ
ングを核とする持続的狩猟のマネジメントの実装にかかわる部分である。
　これらに取り組むにあたっては、R/B モニタリングのコンセプトが地域
住民の経験と合致していることが大きな利点になると考えている。彼ら自身、
たくさん狩猟をしてきた地域ではレッドダイカーの捕獲数がブルーダイカー
とくらべて少なくなることを実感している。したがって、R/B 比が減少し
たときにとるべき対応策について、これまで培ってきた在来知を活かしなが
ら彼ら自身が選択肢を提案し、各々の効果を検証することができるだろう。
この実装プロセスについては、2024 年に開始した「地域知と科学との対
話による公正で持続的な狩猟マネジメント」プロジェクト（https://sites.
google.com/kyoto-u.ac.jp/rihn-hunting-project/）のなかで取り組んで
いる。

おわりに

　上述したように野生肉は農村部における現金収入源にもなっており、都市
において野生肉の需要があるかぎり、農村からの野生肉の流出をなくすのは

図４：R/B モニタリングのコンセプト（Projet Coméca 2024 から一部改変）
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容易ではない。したがって野生肉危機を解決するためには、都市における野
生肉需要の削減につながる代替食物（たとえば家畜肉があげられるが、牧草
地の拡大による森林減少にも留意する必要がある）の導入や、農村部におい
て野生肉からの現金収入を代替しうる非木材森林産品の開発などを含む、バ
リューチェーン全体を視野に入れた包括的なマネジメントが必要であろう

（Coad et al. 2019; Projet Coméca 2024）。持続的狩猟に関する地域住民
のアカウンタビリティの強化という本稿で述べた対応策は、保全アクターと
地域住民との協力関係を基礎づけ、農村部における人々の食生活や栄養状態
の安定と生物多様性保全との両立をめざす取り組みとして、野生肉利用の包
括的マネジメントの中核に位置づけられるものである。

途上国における野生動物と人間の関係
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